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結核菌抽出薗体残透による実験病理学的研究(1 ) 

高木重敏

(北海道大学結核I，J[究所病理在日 指導 蒜川ftl[':#助以ぷ)

結核性病変成長l乙対する結核治体成分の演ずる役割は

ヲO年以上lζ}(る研究lこもfrJjらず，明快な解結(まオミだ{:}られ

てはいなl)o又結核症の発生lこ対するアレ/レギーの観念の

導入が， rIJ体成分研究lこす「しい方向を与えたわけであるが

闘体蛋白質， 1者体脂質， 1何本多糖類更にそれらの複合化合

物が復維lこ組合って始めて?i人の見る結核性病変が成立す

ることを考えれば， 1右体成分の演ずる役剖を個々の代表的

単純化合物の作用から判断するのは，たしかにやむをえな

い方法lこは違いなl)が，必らずしも満足すべき方法とは考

え難し】。そこで著者はl10j体を種々の溶剤jで抽出したl10il本伐

;査を用いて，言わば関接的な方法によって， 1足i体成分の&

'[;IJを推察せんとしたのである。

さてi宥体成分の生物学的作用については， i前述の如く

古い陪Eとを有し，多数の研究者が夫々の方法一で抽出した材

料によって実験されたわけであるが，中でも一審膨大な迫

求実験を行ったのは Sabinであろう。彼女[ま Anderson

の分離した多数の付料について， 主として村校車iii'iiiの形成

然lこ煩 L:I!({:If]胞の怠生を観察したー沿わば細胞や的研究が

主体であると判断せられる c そして!何本脂質より品11111した

phthioic acidと可う単一品のイJ飽和脂肪酸が品回1の特異

成分形成能を有することに結論をおいたのである 01) ・;j
において多角的研光によって進められたアレノレギーなる械

念が布';fiii形IJ)(;Iこjζ適j日されるに寸、り，キJi節のアレノレギー形

成説ら iH されるにヤった。事実，脂質に EM}~~を附いた Sabin

さえも， 1百長自質が私I1絞免波動物に煩結核組織をflると報

告してしコる。2)たしかlこ結核免校側体におけるが!筒jの巾期

il¥現を必，'11ぷづける為には{rIJと I_Iっても，アレ/レギーfl:反応

lこ解約を持たせざるをえない。武田病理・門の膨大なJ丈験

以後ま数多くの，この例証を提供してくれる。3)

本研究所!とおいては先年来高橋を中心として，結核|羽

成分について，手IlIi拘γ:自J，化γ:((J，病用学的研究を行し〉符i

校j;t:' IJ 1記イ/ーに付する I'f，i 体必ずfの1'1 ー JIJ を，新たな長M}\~\( から ;J~品盗

しようと，椋々のl立除から，椋セの分匝ir1X:けをとり，その

各々について実験が行われているが，ぎ者はその実験の一

郎として此i体成分の生物~J:的作用をJjllJ したので，前記の

放なと足験を企図したわけである。

著者の実験は，先ず抽出i到体による一次性病原性の研

究，第2として之を結核免疫動物に注射した場合の生体反

応の追求，第3iこ之ら11oj{4:の免疫力を制べる為lこ，毒力l王I

感染を行って，総合的にほl体成分の生物学的作用を推察し

ようと思うのである。今回はi均体の病原性の程度を決定す

る為[こ，その第 1，第2段階の実験を小規模ではあるが夫

施した)戊績について命表する。

第1縞正常家兎に対する抽出

菌体残j査の作用

実験材料

青r/IB妹人型車J;核I';¥jのソートン5週間I育長、より次の様

lこして作った~.

1) r'I:米るだけ水分を除いた IJ会 l対i*を，充分 11lの
acetoneに2411MI:J人れ，残澄を乾燥したもの，これを

BAと名付ける c

2) 10 gのBAに acetone 50 ccをり11えラOOCで4

[iJ]f山山し比の acetone~II 出銭i査に methanol500ccを

1)11えて， 4 ["1州liJlし，その残溢を chloroformで4凹制l

LUしその浅j査をRCと11子」、。

3) RCを I%t品酸アノレコール 500ccで5同抽山した

もの，此れを RHAと名付けた。

("Jれも伐J合は乾倣してあるものを，三十:f型炉J食Iお7K J;J':~'ー

が滋Ii主としてJiJl)た。川i3種の110i体妓i査の笠井i量を mikro

-kjehldal 訟で測定し，使用材料の窒素量が胡定になる如

く計算した割合で各実験動物対例lこ注射した O 次lこ BA

は I~i体の冷アセトン可溶分を除く全ての成分を角し RC は

;燐脂質， JI冷80脂質をfjせず， RHAは結介脂質が廷に抽

ll¥せられ去自2え多均.¥j類l1X:eljが主なるものであり，抗駿間二

も合していないο (詳細は /!~~J橋が阿古する~~ーである)

ホ ヰ;材料は全て二本liJh己所予防白1;，'，)i橋教校より載いたものである。
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実験方法

15 :>J:]の内政な不兎を11i!.'， ì.クくの 3 併に~:[けたコ

iおI昨 Rl-R 7. 

C)ミ験に光、"ち， [:ri体残iftのみ}j判定の為 R1 -R3に

BA 100 mgを生理的食l孟ノ'K3 ccに印税J伎の状態でi静脈

より 1[uJだけ?と射した。

銭りの R4-R7に BA10 mgをIU'll的食i包水3cc 

i?i詐肢として2日間隔で4["[上下静脈よりd升Jしたυ

'1'nI1;作 R8-RII.
RC， 7.3 mgをノu司?的食litノ1¥3 cc i宇治校として211

山尚で 41"[[nJ係九一射したハ

河mrn下 RI2-RI5.

RHA，ラ.6m耳を'kf型的食温水3cc i1ilff i伐として!口1
1ぷ41ιljii:fHしたc

ィクくに作Rl({11し，'111mと111BA 100 mg ii:qj 併をl必きj
最終[!lH射後 10日， 20 1'1 :.[に半数先を殺し，剖検し， [瓜

揺を formalin[，日定後主として hematoxylin-eosin染

色により病理組織争的変化を迫求した。 r!，jnH:i¥lJ射後 10

11 : [. 18 L 1 hl， 28 U bCJに 40的被による lツJ 反応.及び

i本軍をむ1リJiニーした。

成績

A.ツベルクリン反応及び体重

RI-R3 を除く例のツベルクリ γ反応及び休前は~~;

1 }えの 1m くで，ツベルクリン防 j!~:例は第 I 及び第H併の18

11以降にみられた、体，jiは慨して第1IlH)が訟もi判J)[Iした。

( efl 1ぷ参照)

B.病理組織学的所見(第2}5.参照〕

1. 第 JIn Ij ll'j然死が RI， R2， R3. 

RI， R3，はBA100 mg 1 [iiJ静脈|川l:(HI内後， νョツ

ク状態で死亡し， R2は7i=I後死亡したい

次10凶器判所見を見ると，

1わ) I[川[r!i:Rlし R3，Iはま的しいAダ光巳引iIll札lとミ着告rr町明1リ円j乃jなl川川|日川|はiir恰作'dl似拡iムk、/}j

隔の月肥巴j厚:字手を]比~L る[他山， 殆とど、没変、f化ヒをn泌忍めないo R2 Iま， 血色lこ

好中球の十全零及び， 1m数の粟粒大の:{rl 】 ~I 曳'，('iH 胞を"，也め

若II)Jt;!(;llfijJi'j'J肺炎の像をJ-11していた c 光fIll. :1¥ I[[l像もあり

イベ，，-Ti火;内に好1[lf;ji，AII';Iリ)1';示I11胞の泌人があるハ 1 t'i[iJ定タビ

と ttlわれる I~Î.があり，約時1は治と Ifrlゲi を 1[1心としているつ

2) 牌 RI，R2，は牌ii，iJl二打|の!'JIUlf;K;':'，'lj[1を必め

る他，著変がない。 R2!;l:，休日泌 [j包はi'llとな')且つ委縮

の傾向が郎く ，ii}色胞に寸丈して貧食像があり，日時計，i[1勾に大

円形州胞も滑り11し，月専髄制胞のJ首iJilもMiJめられる

3) 肝; 叶止にグリソン f~íに何度の小円形制胞j治問の

ある他， R21こ'iHIH胞のIW;11::を"忍める科度。

2. 第 10U t-:J屠殺川

第 I町 R5，R6 

1) llrii: R5 は 11凶有の若しし， Ij巴，';.-，会 i 誌の~J' I[I球及び

AIリ1[;刊I1胞のil'，況があり，光liuも品!支である句/..行政性lこ

比較的小さな怒jI.l%:制胞の結節が主として1[ll符唯lこllztめら

れ， リン八球の被包化が着n)Jであるυ").所々I1包隔i主肺炎像

があり，主再f史料!胞前'i1¥iiに好，[けまの没入している!灯もあ

る。 R6 は幾分弱い反応H:~化を示し， 比較較的大きな組

1.:皮細胞結節を必めるが数(ま少い d

第 1表 ツベノレクリン反応及ひ体手iの挑移

li'f. I ，tJ]p'l注射
l動物 tf，り '!!l J1'( 

出リ
1
11与休原

4 BA  1410 

ラ
10 mg 

1430 4 

6 
，，((， 

1750 

7 I1 1630 

8 RC 1660 

9 
7.3 mg 

1570 
E 4 

10 Iii[ 1350 
m'ト

11 1560 

12 RHA 1410 

13 
5.6 mg 

15ラO
E 4 

14 1545 

15 1130 

初)["1注射後 10U 1 1 i !l 18 [[ i~1 グ 28 [[ 11 

初1"1注射後 cツーl反 172而a'
町長ってて己反 -;9)1;，[;1副読 --;，反

体積J円減 g' mm i体草川l減 g mm 体吊l¥'fiifl1x g mnl 

円 I (ー i135 (. ) ~- 130 4寸

寸 180 (-) ，140 7¥10 

10 (-) -1- 100 ラ×ラ

70 ー1-40 4xラ l ト 80 5γ5 

十 20 (ー) ↑ 125 

O (一) 十 10

ート 6ラ 十 170

40 (一) 1 ラO

[-210 (一) ト 240

35 (-) 20 

30 (一) 25 

十 200 (ー) T 300 

(←) 

(一)

IOx 11 

4メヲ

2 >~ 3 

(一)

(-) 

(-) 

-T- 110 ー)

o 2ノ<3

ァ lラo ー〕

r 400 ー)



充lIll等科度の変化が見られるつ白N尚1U川川dωω川ji山ill哨?符符号奇午岱川暗h

と忠われる{淡炎刻IV明リ閃j核ωj大¥号T烈1リJ判制iリ18胞包及び4小、lい川Iリj形拘制t刊1町r胞dが見られる O
2) 牌:午rll心の J:~~i1'rú と{，iil胞の以崩壊像が者間に!泌め

られる，父貧食像も~く，特 lこ;林巴法胞に見られる，若|‘

法胞は肥大気味であり， R 12にこ t少数の泡'j1皮細胞寺山

jiíJ形成を II，~{める， 11，山ノィビJj(llfki妥LJ¥も昔!りjである。

3) 肝 sinusoid に行IllFkが~く H\現しており，小

I'J形細胞の集|、t!も所々 必められる。

第20H11 J創立什)
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各併の Mj-;1 fl": r立

I1lh 11¥'1' 111 

."ム
fす 11j'i"! '~参 1丙|付î {参1rA1*h 
11110di l!i l節 'tt¥民)1". ，IJI 汁;形

:jミ 1jミ，t'I交点'it~ 11日

- 十

処
um後
日
以

処

iiil. 

Zリ

第 2表

rf}j 

許

，j 

君手

十O 

3 

>:j'¥ 1 nr R 4， R 7 

1) IIlli: I! rlil山内に灯11 げ止の疹 l ]t/~有!日]で部分的にうえi'ì守文

Ilrli0ミの係十11をいしている，制 1.反'(1I1t1包れ'1m目立一般に縮小し

taになり，所!こより*，'iiiljのl校以[象もはられる， Hnil泡隔は少
し肥早川11本で， R4にはjmj((HltH生傾li，Jが特に著fl}jで日i;分的

築地炎像も見られ， JUl科JJfJ!IJlに好'11球の沙):1¥，~-<VFì:交上皮

長Jj出h"~ーがある，尚公H守支!斗 [!l] ， J1rl符¥:，i:j;"ir山に殺I:皮細胞利

直!iJが見られ，部分的に結節|勾臼1(11)よ投入の路なfviもある。

2) 牌・ i林l".iJ.革胞内及びJ，'，]辺部に領 k皮細胞小村i節の

形成がまユ政見られ特に R7 に皆川で目時計"Jif~凶 I(nf;ji砂 il\ もか

なり著明である J

わ け1::牌 p~;r 見に似て劣化ほ一一般に怖くこくノj、さな湖

上皮州胞ね節及びこれを1mんで1]、円形細胞が見られ， R 7 
ではl';fIH胞が多紋イJ刷員IJに散配している。 R4では小円形

刑11胞のみの小結節が sinusoidなに散在する ν

おH併 R8，R 9 

1 ) 刷， :一般に胞隔は肥写し語、官文Jbillljにごく小さ

なfH1，皮細胞結前Jが散在し，淋日球!暑の形成は弱l'0 R 8 

に大和市)が気料支J，';Jl1ljにA{められ湖、日組織の同斗ーで分断さ

れている}')[がある， 10 lJ 1 1より煩 1:皮細胞の形成は多

3. 

t 

→-

BA  

j100mg 0 士

2 I 1 Inlii・ 7 ー

ラ BA 10 + I 

¥ 10 mg 1 10 I .. 11 

20 
41"lii: 

→ー

寸

"寸
r 十 1 :::1:::

土!土|↑ l
ユ二 l 三

|土 I-!:::I:::

l' 寸一

20 

10 

10 

20 

20 

10 

10 

20 

RC  

7.3mg 

2 I RHA 

5.6mg '1 

4 IIJJi i: ， 

411Jlii: 

b 

10 

8 

9 

13 

14 

11 

4 

7 

H 

E
 

2) 牌. I林 L'~f}，占、白の肥大があり，その -ìil;1こ小煩 1. 1え

州胞がiEfiJが散;(;うする，牌髄イIH胞のJ曽 1~( も以んで牌iHíJ~ に N

11 リ'5kの右|のJ14t止がある c ノ「休充 l[n像が I~rt\ く， R 6では!j

LII心(こJ'[とんがあり l1-lにi元同1球が浸へしてい一ると

3) 庁|ー-1投「叶'1の小治片岡1形成があり， 件布'fifriは主!こそ伺

UJdlll~包よりなiJ， ，.{'i 1の川!I州111]包，好tjrJ求及び， 1;制胞

を IJ~えている. R 6!土:{'i1この似1I"J!:i少いがII!I杓)，!，j[lijに人

1:Miillf;lJJ(:がある υ 〆く恒梢1I1fr'!のffi;;fヒも者lりjである。

;;{i n nl R 10， R 11 
1) II r/ i: 胞隔肥l宇が者 1 リJで為に J!!\~lllrlilえを 14J し， 1'，IIrll 

J;!(c.1)!刈之、が:J11~い， '/..人J挙1'1¥刊1111包の袴11¥も:芥!リjである。1I¥J'fiI

炎ω像もあるが淋巴f)<の参 1):(ま)/け，比絞的ノjト、さなi匙:主加fiυ1.企ゾ}戊え
中判州|同甘胞品付杭JfI白凶附ii桁iiJカがtリンノ八、，f上lとkわJ'rリ11上バ1iのr疹参刻U11を[、

では胞ド隔尚)肥i肥巴巴l5字EとIJ卜、f五u刻jよ封lII!皮J父幻〈れ什布朴州I刊HH;胞2!針凶f卒品結ihV山山!J山μr;ii訓品II民的ii布iiJを"ぷIt{J:必土岩Jめる) 
2) 牌:牌Ij，;Jに好"11球のJ官出があり，小さなj羽上皮判iI

肥料法liが散uJ/1にある，その)"¥i凶lを小lリ![;{:ltl胞が11-'りかこ

んでいる，比の傾II'Jは R10 IC'jTIjい。

3) 肝 sinusoidに好Ljrf;主ωi千OJII，'J、さなroL!Jぷ叶tI
肥料節があり，グリソン鞘にドj18fl甘胞泌湖が著|珂である O

市mn下 R12， R 13 

1) Ijl!i:一一般に胞隔の/1巴l字と飢え(1lrii像が若:fjJjである他

R 3 Iこ右 iの好中球の渉U¥と胞IJ'!)(r釘 1:消iI胞のiJ¥収，及び

寸20 lラ

2) 牌:i+1;l".位、胞は一般に初、大し，此の位、胞に一致し

てごく小さな傾上!支制胞給所]が散在性[と存在する。牌髄細

胞のJN殖も悩んで白lilLJ求のJ同tdーもI泌められる，月'Ljl心には

伐ゆjJ;!;f裂があり， R 9には/{刊11胞の形状も"忍められる。

3) 1/1: sinusoid えはグリソンlj¥.f1ilこ -:f';:して少数の

小川市制111山集卜J'jがあり，その/;付;Iiに粁!の:1:1(llr象ち必めら

れるつ R9ではごく少欲の〈貝上!，(({llll泡からなる '1、半r'ii'lii IJl 

sinusoid :'¥Uこ見られしる υ

第恒例 R 14， R 15 

1) Rdi: -般にlilb8;G"'lが杷111気味である他， 1;Ww.WI，(})
文化はない，たに R14 I訂以J日'Jlftの初出/í t上肺炎の助I~î が一ι

どとする。

2) 牌 淋l".i慮胞のf広大， I抑制[こkT1の灯IjJJ次のJ将註

があり， R 15に公 '11心[こ二差別な伎jj'm象を必める他， て首一

三之、がなl'0 
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3) 肝:R 15に変化なく， R 14 I乙グリソン鞘l乙若干の

白血球の浸潤をロ忍める他変化なし Q

小括

第 1ltf 

肺:BA 100 mg一回注射例は急激なνヨック死を米

し，血管の拡張と胞隔肥厚を認める以外に著変を見ないが

7日迄生きた例lこは強し'i参出炎，血管を中心とした無数の

粟粒結節の形成が日忍められた。次lζ10mg4同注射例で

は， 10日目(最初の注射日から数えて 18日目に当る)111 

にやや完成泣い結節の形成が見られ，又好中球の活j設な参

与が認められる o20日目(同様に数えて28日目)におい

ては，結節はむしろ縮小気味となり，却って好中球渉出を

主体とした渉出炎の程度が増強する O

牌 4回注射例 10日目肺同様好中球の惨出が著明で

小結節がリンパ癒胞に認められる。 20日になると結節は数

も大きさも増加する。牌制内に多量の好中球のLIJ現が見ら

れる O

肝 4回注射例 10日日，小品開市!の形lぷがあり， この

結節lこも好中以の没入が見られる。 20L:3 E1には lょ細胞の

多い結節の成熟化が見られる O

第 E 鮮

肺:本質的に第 I群と変らないが，幾分程度が弱い。

20日自になると類上皮細胞の数が多くなる。やはり好中球

性反応も強い。

牌:10日円からノj、類上皮細胞結節が見られ，牌il，u内に

著明な白血球J角川が起り， 20日になっても結節(土斉明なげi

大を示さず， iJ!~. 胞の反比:'Ì'/二拡大1裂が"ぷめられる。

肝:101111知 IJ文相胞小結附の形成と，肝静脈il'"iJ~に

好中球のJI，自)JIIが必められる。 20111ζなっても般に，結節

の増加!ま認められず， 1静脈il'u1付の反応性現象も幼{ヒしたc

第 E 昨

肺:10日目胞隔の月巴1豆，好中球渉iJIIが強く， I血管i;~:主 lこ

類上皮細胞と忠われる核綱の粗な淡IL~核の大型細胞及びノj、

円型細胞の小集団を認める。 20Rになると，之は消尖し，

渉山現象も終っている O

牌 10日目油、胞の芽中心の活溌な反応性炎化及びi劇包

l乙一致した，肺と同様の大担細胞小結節を 1例に認めた。

20l:l自滅胞の反応性病変は若干必められるが，結節は見ら

れなl'o

肝.小円形細胞の小集団，怜肱管lこ好中泳ーの増長が10

日同見られるが， 20131=1ではめんど消極している。

第2編 BCG免疫家兎に対する菌体
抽出残清の作用

さて 1['，常ぶ兎に対しては，この係な病l見¥YIがあること

を認めたのであるが， *Miiiのアレルギー形成説に従えは，

この様な結節は免反動物lこはJfI.期にしかも強度lこ出現して

もよいわけでめる O 又正常動物lこは弱い病原性しかないも

のでも，アレルギー動物では増強されて始めて表れて来る

可能性がある，それで，以上の 3残澄の結核免疫動物l三対

する抗原性を組織学的に知る為lこ次のような実験を行った

のである O

実験材料

前回と|同様

実験方法

健康な家兎 20匹を選び，瞥首[ilこBC G 10 mgを皮ド

後種し， 45日後 rツ」反応を行い，完全に陽転してい
る事を確かめた後，次の 3Jr'F1こわけで実験を行った。

第 I 群 R 16~R 22 

BA 10 mgを生理的食l弘，1(3 cc Iこ点i好状とし耳静脈

よりiJ身Jした。

第 H 的 R30~R 3ラ

RC 7，3 mgを同様浮液として同様に静注した。

第 E 群 R30~R 35 

RHA 5.6 mgを同様浮瀞液として同様静注を行った。

次に静ij:後 1，3，久 10日目lこ各群2匹宛殺し，音IJ

険し，各臓器を forma1inI ，~i定後主として hematoxylin回

eOSln染色により病用組織γ:11/:]検査を行った。

病理組織学的所見(前3J民参!¥日)

1. 第 I11/1屠殺Hr
第1I作 R16， R 17 

1) IW:一般に!胞隔はu-極性IJ巴l宇;をノJミし，多ほの好'11

f:Ki参 LI'，が 8di胞隔及び月r/i胞内に見られ，ドw司tlの気管X~di炎

の像を/1ミす，特lこ反応は R16 IこI;虫く I血符内白血球栓塞が

"忍められる， R 17 には Ifll~:j中止J棋の 1象も見られる O

2) 牌:itt巴法胞の妥結の倒的jが強く，え光 Irllも1.¥TIt

い，刊に R 16 には牌 i1111J~ に IJTIl烈!な好中球の 1 '-1現が泌めら

れる o ~Iこ持、胞の 1-\1心削;迄仰い Jlが :H lJl.している， R 17 

では牌州の拡張も必められる O

3) 肝:グリソン鞘l乙好中長J(の惨11¥，及び実質内lこ好

I~I球の小集団があり， sinusoidにも好中球の著しい増量

が認められる，特lこR16ではこの好中球がをt側集合した

ものが散布d凡 lこ多紋側川[こ存住する。 ìtJ~分的に 11\ltl\'Ì'/:とな

り肝細胞洋iの配列をJ表しているドげがあり，その中[ζ好l[rJ:j(

がi参1111している像が認められる司

4) 腎，話IJ腎:員IJ腎の毛布1¥1'i'iこ好中球が集団的にIl1r現
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第 5表

鮮 民』 Il日

物
JU， 

白二

;J'J )コ， I~i 

免疫ぷ兎における病変花皮

処

!II: 舛肝(白'1 腎後['¥

処 ;多 JiT i初結 渉文系tl ~t~ ーム
Ijl H1j lJ1 節十 11¥ ~~ 

!βILI 形 1-'-1杉

性化 IJ~ Uiヒ同 性化)&;

JI!i 

2ミ

f主

凶 U¥
置 l 後1~ I 災

17 
BA  

18 
，10 mg 

19 

B 
回

1十~J'

U: 

23 G 

[1廿 Tに;

日ド 一 一件

ltJ11 土 l 十

3 

'" 
L~_: '11 

十

十

' 1ー十

土十 十十

5 ← 一一一一一一一一一 一一一 ーl

1"1 
1.，1 十 十

10 寸十 十

十 「

! RC 10 mg J 

i 7，3叫 1

25 
|皮

十

十

3 
E 26 

内 I JIIJ 
I
 

I
I
 

-
守

l -， 'J 十 土

27 
前十

".1 
" 

5 
28 Ji( 、

『
↓
斗ji
 

1111 イー

29 
種

10 i
T
 

l

「i
 

「 十 十 十

30 
I RHA I T 

プー| lL 177-31 
156mg lJ:一一一

32 十十 十土 l

皿 3 
33 コニ ー十 +戸 十十

34 
占?十

il: 
ラ →一 + 一「

35 ' 10 土 士

し附j庄の細胞には染色性の低卜がl泌められる，特に京状層 3) IfI::グリソンHiIこ悩し h好中球の渉出があり，部分
lこ"止!められるりに小集団を形成している所もある。 R24では sinusoid

腎!こは!リi¥-iなし。 にらl当j([[1O}¥の市現が著:!I)jである。メ星制胞の膨化も認めら

~cTl II IfF R 23， R 24 れる. !!flll.tj(集111のはられる部分の!H湘H胞は強c)変tlをお
1) !j，[i:!1包隔肥lLJtが表il)Jで多泣のHlluよをそのけ1にdii}， こしている O

める，しかもFt度は第1mとほぼ同桜に烈しい， R 23で の粁，凶宵 R23の副肖では民同性ではあるが，

は好中球の大小のi参山巣があり，間質性肺炎の像を認め 毛制官肉lこ好中球の小集団がs泌められる， R 24には.itiじ

る，メ血管f内lこ臼血球が多く， 1言明な無~\ij庁î(家の形成を刊な なく，腎には所見がない。

める，メJ]rti胞IJ'l殺iiX'i'l:I'安山も著J別である。 第illJi-Y R 30. R 31 

2) 牌般に牌川はfil;11tし好中球の白いtU現をA:U-め 1) Mi 小血管の強Lコ拡張，及び抱隔肥!字がおり，そ

i林巴l層、胞のiトIにも入り込んでいる o R 23の1I邑胞に若II)Jな ω;111こ少五JのHl11玉、j(};えび単校細胞がidめられるが般に

校沙)1史，貧食像を"止lめる o R 24では牌髄削胞の J首捕を示 惨LU成長交はωぃ.(l(しR31では小血'fi'1占，j[Jiliこ好1111ぷ及び
す。 市政組l胞の若干者切な惨山を必める。
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2) 牌:淋巴崎、胞の安絡が著明で、そのLjllこ好中球の浸

人があり， 11削，tll)すには著しい好'11材、の11I1現がある。 R31で

は核崩j哀が若 11普 i lf:i l こ iittめられる，しかし変化\~他群より

り以'0
3) 肝:好中球の小結illiが随所にあり，グリソン鞘に

もR30 の如く好L~けまの小集団が無数にあるが学核示111胞の

主主与は著l引でない O

4) 腎，面Ij腎:R 31の副腎は毛制官lこ白血球のよ首足

があり， -え以MWi:の臼血球大集団を泌める，この片1;の!支'11

制胞は怖いき主性をおこしている， R 30は呉市なく， 腎lこ

はI)'fI，'~がないい

2. ;:tU 11111";殺川'

ヨ¥Im R 18， R 19 
1 ) II~j: 般に渉IHf5~主州立 rJrtl く， r'，'，，'jl.支の知矢印rjiとなり

l=l r(ll球の』主婦f~~小集団形成を R 18で5iる， 共の{也大惨山

正!H~包， {炎Ilfj核の)':*ifi胞が著しく J目惜しているが，白lJL1}ポは

少い， '/..ト;じれのたLJ.'z3:IHfL'l*iiIiijのIHf見がII，{!，められる， R 19 

では仙ii1jの形成もli!著I'UJで大診11'，~lli胞がかなり多く， XfI 

I.! !(~fllli包も 11 1\ ている， H'j'球(土公般に少い ν

2) IN':全般に法ij包は災前(iし， M専門lij~ -; 1広似している，

く充IIllも似い.I!合、胞にはた円形細胞をえ側からなるノト訂.w)形
1戊があり，校j~jJ実像もある. R 19 では牌ìl，~内 AI~J形細胞

ω1I'，f見がI1¥';:ち， !.Hl心(こ校汁 ~i 貧食像も必められる。

3) 肝:少れの UU:lx紺l胞からなる小結fiiiが R18で
11，f:(められ，光illlも者lりである o sinusoidに好rjlJoRが:1'，"1

jう:)I11ニ制胞の花、十七も没Jt者間である. R 19では皇制I1胞の

JJ01じがJしなめられる。

4) 腎， i，iIJ'1'チ R19でば高:]'1'l<で第 11111の山rillbj(の

n1r現に州、円して者l切な反日制胞の似し、安:性が1i/2:.められ，そ

れにへれかわりそ'fi1.乙判1~包付iEいがある，しかしれ '1'球はも

はや洩ってL】ない.R 18にrijI見なく， ~-i Iこはいずれもそ

iヒがない c

;;rnrl!I' R 25， R 26 

1) il，!i: ー般に 112~討は IJI' ~ :宇汎峠で特lこR261こ若しい，

川川ドJに1V，1場f;sのHII'Jf集Ujがはられ反応はつわ 1J[i lrij jcs';rt( 

X!1.である， iKM11形成も者 I l}JでえJ~守内IH'/:iJrli炎の μ もある，

R2ラでは Illl:i'i'を rl'心として業約六のも'i"iDjj~li>i;があり.1令

室(象も品川である c

2) 牌憶胞の芸縮，抑制の拡張があり ，w告胞内lこ'j、

さな XjjUJ( ~:!1胞~;/{Wjの形成がある，牌州内白血球の 11\現も

かなりある， Jj呼fb自に核i~jJ臭と白血球のj公人が必められる C

3) 肝-円形細胞と好中球からなる小結節が羽目'に多

く存在し一部のものには類j皮細胞をI認める， sinusoid 

こも小品'iI¥ijの形1)止を1-r.，る)

4) 'rチ，副宇f:R 2ラのム.(iJ1t-fに前 1ltilr';J!ボω対i上lぷ示lil

胞私ii節が多数あり，少数の好中球をまじえている， R 26に

も臼血球，ノト円形細胞よりなる小集団を見る，腎には著;主:

を認めないc

第IIUII R 32， R 33 

1) 肺:胞隔肥厚が全体に見られ，又#l()ベ:(Bjjiの傾向が

15rt¥い， R 32では血管をrtJ心として粟申立Jd日Hが多数形成

され 1{fl~知気伸liの傾向が強く，この結節は単核細胞及びH

Ij:l妹、よりなり，ごく 1'{引に類 1'，戊細胞のHJ現をぷめる。 R

33でもfUliぎを中心として業机大の車内節形成があり， IIll'fj'J#] 

l-IHにも制l!fi.'l没j問がある，比較的大きな賢岳 l二皮細胞結節もrue1

められる。

2) Jj')，': R 32に淋巴泌胞の分断があり， ごく少紋の

小さなた1土'J(~lti~包純白Djがある，牌 il ， iJ!liの白 Illt球の増以があ

るが伝くない， R 33 の i培、胞は右|二月l~_ じく(11，jçで、ある， 日時Ii¥lil

には変化ないc

3) Iト¥':グリソン刊に JljI杉制胞浸j白があり sinusoid

院にノj、単核制胞の小集fJJがある， sinusoid IJilこは ζ く少

をえの白血球を JT，t~めるにすぎない。

4) 宇T，同11腎 R 33の副腎に小さなたi卜:川崎胞市11治rij

が散(Er'Iに少欲ある，そしてお iの臼血球をよんでいる。

R 33に所見なく，腎にも7者二交をぽめない。

3. 第51::l1=1屠殺昨

第rt1 R 20， R 21 

1 ) 附]・」般に病変は杭くなりつつあり，診:1:炎もお
さまりかけている， しかし胞日婦は尚!i目I手うく(11よであり.R 20 

にIfll情j，¥JIJilに好中球の著11)..jな渉ITHが見られる，げiliIi'j全本の

{象もある， 又)，:i参Jil細胞も散見される R21では側々の

品';1\íjは次第に1/ 1心内1;の傾 1.1主制 II~包形成，周辺 :'11;1こ 1] 、円形制Ii

IJ包!高を形成しつつある，んきなもののIjJ心部は記号そに怜:が

した1(111古がj員配庁されてl;iえる， 1"妄1i'，'11七炎、{r:は若一切に弘司(ヒし

ている。

2) 月間 i林巳副長胞は安締し憾胞内にごく小さな煩 uえ
判 11胞 K:r'i1iíjが見られる.牌~Iil のjJ1，、張は著「りjでな c)が "IJ心 111S1こ

利I、竹;flの白IIll球がdめられる v

3) IJ I ・グリソン~ì'íとその周辺i~.)~ に 1'if" í 多くの煩j-)J(

部1~胞と川形州胞及び好'i 1)'よよりなる引fJ'fr)が存イ[し sinu-

soid 1こ右 Iの白血lJ.求が"忍められる。

4) 腎，話1I腎:R20， R21，共に副腎に比較的小さな

積仁氏細胞料自rlが束状層に見られ，少量の好中球の主妻、山を

伴っている。腎l乙は児;官を"忍めない。

第IIHj R 27， R 28 

1) 8iiJ:次第に反応性変化は剥くなり，煩ヒ皮細胞結

節の形成が多くなっている，市l;節内在F'jr球f参H11が幾分主要二別

である，飢え\ijrliの像もあり，胞目的のIJ巴厚も II:Ë~められる O

2) 1同林巳il'I'-胞は分断され仙々の単位J1小さくなっ
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おり，牌洞のやj;栄は余り者:11りでばないが白Jl!lf:K，J:単核球 目安:{E性にあり.そのrj1(三好'11球も:{.'iT人っているc' ~:flこは

の著!切な増早が"走{められる， R 28 では小結 U~細胞~M'íh 肝見がないっ

のI[;IJ止が児られる。 市町nr R 3ラ

3) 肝・相、[j多年tの煩 {-.Iぞ細胞結i!rlの形成があり，好 1) H，fj 胞隔は名:子肥唱しており，比較的大き同の類

1 fl球，及び小中一抜細胞をともなっている sinusoidに臼 [.1之相11胞判断がこく少数存布し， i林ιf;Jcの依lìixì~lJを I'/'つ

1111J.求，哨伐{~I胞が".自められ， ~毛剤Il胞のゆ'1ヒも .Jq['.c皆 lリjであ ているハ 1-/;::~緊タIÒ.!;~ 'Ì' I:肺炎の像が見られる c

る。 2) 11キ.午1/ 1心ω !J[J~大があり， 11別狛羽Ii胞のお i今のilS41硝

4) rf， :ij[['1子:R 28の日[)"I'fIとごく小さなおiU%:iili胞 が"低められる

キj'fiiiiがかなり Ilit~ められる， R 27に;まなく， TTに(%1りJ児が

なl)ぺ

句作III月下 R 34 

1) lir1i: IJ包隔の{戸I!需があり，ごくノl、さな市恰!iiQ)[1三IJ見も

ある， f~l:分的 lこ悦子干していて， 1[1心i'i:ISに飼い主制iI胞があ

る，叉大惨H¥前iI胞のi参!l¥もかなりある、

2) 牌:fi;f;巴治胞に一致してμ11:f.!硝iI胞の紡仰があり

M~nl[ ij[J'11こ1:111[[Joj(があTg;くJ出められるつ

ヨ) 牌:グリソン刊に細胞以i問手;今川で小円lt;利l胞から

なるがI節が比較的多い，恩納i胞の!位;イヒも:K干"，包められるべ

4) 腎，福[J腎 共lこ異常を必めないっ

4. 第 101I iH毒殺tn

第 1I!f R 22 

1) 肺:全般「ドJに胞隔は肥i~ し. 1[]X:{f]J[:1こJ;{jr.f見制胞

の小村民Iが『認められる，大惨!I ¥ ~判胞もかなりある， えげTl符

j巧阿?に手Vh~織のJf'j泊も見られる，煩!皮細胞杭';11[j はtII性で

j材、巴球のj2人を「ドい，又治[ii'MのIrJAlF，zlltJ日立、像も"担められ

3) 1/ 1: グリソシ，111，円に円 [f~îlll[i~ì'li[\!j， 1'，' 1の小jIJI日ill

Ij~~*lrf ffUがH:中i.ir0ゴ政あるにすぎず.{'，'1"(ノ)~ (-111 J.::7J '~tの tl'i

1iilに容IJIIしている(

4) 行， 11';ll'fl: JI;に兇;引をめない

括

r;.!O 1111;;;: 41;[1にけげて殺してI-;J ir~ べた交化を(9;i 'I'( [.;主

ねさせてイ[)の作過と考えて見るとiえの如くなる J

;~\ 1，';/' (B AH)') 

ilr!i: ii斗['+7[11 ，強烈Ud:i参I111炎の花/[ーがあり，村[三(!f-I[I

球のそ5祉のlii現が，;去(められる。 3flli も惨 1'1110~は州、円強く

そして引で小さくはあるが肢は15いでH卜 l 立川胞~:，J{iìïjの 1f:;JJ見

か見られる 511 1 11' ，'iÙ"!iば次第に kきさを別して米て ~~líf

i¥ii;1↑1 ~包 I&jj として煽 1.叱州胞の他lこリンノ\球層の If;l&が起

って5kるc渉IH炎は次第に刻化される。 10f刊行こなると惨

/1\現奴は著しく ;~í返し，市，.íY(jのプjで(まリンハfJ(ω泌人， ilL 

'i'lfヒが起 !)L[Jって縮小して;1(たjさをJflする c

る♂ H桝洋 l い1111はH牌専令体にI刊!つて恒い好'Iド11球己米げjγ性「

2わ) 牌:~牌専司洞!司tの 1若若〈守" 1ド令の拡リ妓長があり. ìl川[~内に白 Il山[r仇nJ球求， 大 H伊牌P卑fil[ijのj拡広rガ於2を見せるハ 3 H f片ヰ煩!¥皮手制制|川H胞ノサ小ト、集1，団ミ司2が{佑申忠、胞に見

食判初制11胞による幸著年f砂川リりjな貧食↑像象があ!りJ，当一け巾1心(と伐分裂も見ら られ， 5 1111之がれ 1'，)，，'iI'!I)似形態をおびて米るが， 1011 11 

uる， 1I車)tj皇制胞の1'i1のJ曽;Aがあり，ノかれの煩|ト引'iH胞がi になっても必'f，:ははらjしなし~

liiiが治胞に存(Fする、 11¥: '，¥;[.11 の灯;I'JよればI，t:はごく llJiL〈， Ji付したlfi11;を

3) 引:片H"I胞の膨化があり，小さな知卜J立制11開示[iPu) '11心としてQfl[IJ[:の守主卜t[が 151Hにしとられる。 3111I二く小

がこく少政11:2~ められる《 さな治 I.'.%:1iHllf:oJ1:，'iflI!がパ:~~， 5 111 i:こなるとがif{iì の Jr~);1目

4) 持，畠I[腎:_JI{に異常をl出めない IJIIが起り， 10/111迄泣く o fZj'-'jILtdtJえl心はれ紬とjl，!こJ白iU
第II!tf R29 して;j(る c

1 ) 肘J: 一般にW~ 1 W:より病変が准慢し， Rlfi胞は全般 r.J[]符:以!の 31]岐搭の仙では面1I宵にのみ交化を Jdめ

的に}j~:空しており， 卜!立の，)'lj:liHf:象がある，小額 [1立判明包れiι た HIJ ち 11111京状1暑の主制手("11にまーはのyi'l/lf.去の:l:f見が

jfrjが多数認められ， ~r'ií\のーには淋巴球の著Wlな十三人像がぶめ あり 3-51111からノトナJi[~I l( 1iil胞れ'ii¥iJが形成せられたc

られる ;:HII In 

2) 月母:見中心、の!肥大があり，小さな煩 lソえ制Hfl(己主計郎 防li: 1 H tl Í'手tI :'I'1 炎、化は第 11作!日後i~J. しく， 3 H 目前:

が認められる，牌制には著i切な核崩壊，白r(nJ求のiH現があ I¥ilの形成も著JiJjであるが，頒j皮細胞の紋は111少し、o 5 

り，又}.:単核制胞の渉iI:も著l切であるつ li になると渉出炎は羽化しJL型的制!皮細胞も'i1fr)が作られ

3) 肝 ごく小さな類上皮細胞結1frj ， 叉ば f~細胞品if1frj て米る， 10R fllζM1fIW'lにリンハ球のj受入が起って来るペ

が不同白1]依在ド!に存在する，小市妓%1/1胞，少与1 の好~1 Jj[(を 牌 1H 円牌か]の拡張と il[i] 内好中球 :I'， f克がJJrt~い。議胞

山じている【 反応'1I心の働きもすま:1リjで， 311 けからノト匂|伐判11~;'Wf怖が

4) 腎， f~!l~f: 1裂状層lこ単械部11胞のごく小さな集[11が 見られ，之は10IJ f 1迄そう著HJJな進展をぶさないc
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肝円円好中球の出現がや 1土り高度に~られる， 3 

日目から少数の頒仁史料H胞を含む小円形細胞結買hが H11米

る。之は 5 日目~増大するが，その後は進庚しない。

副腎日目から3円目立三の好中球惨H'，3日1]からの

小類t皮細胞結節形成は第1ft下同様であるがfとうf付[い。
第E群 (RHAll行)

肺日月の渉出現象は遥かに剥く， 3 Fl日からノド市

核細胞及び中球からなる粟粒大結節が形成せられ，ラ日日

から類上茂納胞の:H現が↓i恕められ， 10円同迄その一部のも
のはJ曽大して行く。

日向:他mよりは梓千弱L、が， 1 111片付rJ'土の者II}JなiH
現が川内lこ見られ，之は次第にj内総してiiくが，--jJ3 11 

日から少数ながら矧 t皮細胞結節が位、胞周辺市に見られ

る。しかし之もその後進庚して行かない。

肝日目好中球出現はやはり高度であり 3-雪日

flから小単核制胞紡1friが比較的多く 1泌められるが矧 tソ文相11

日包ば:/'， f見してない。

高11':'子 1-3日目好中球のH¥現[司直の例が見られたっ

叉3日円の例に小煩I:Jl(i:!f1胞料法hも少数;ぷめた。

総括及び考按

以I:~の成績を総折しつつ，種々の考技を加えてみよ

う。尚最初にのベナニ如く，今岡は例数も少なく，什ご物学'的

作用の尺度を予め矢nるために行った， j~験であるので，;1州な

j折、「は後十世にゆずることとする乙

先ず第 l編の言わばノルメノレギーだ験について見ると

BA詳は冷アセトン可溶分を除く全ての的体成分を有して

いる筈であるから病度の強きは，他の群との対照!となりう

るわけであるが，この鮮の病変はIIっ¥01そのものによる附交

とは完全に一致はしていないようである oacetoneでI1三百

)Jは宍われているので一般のがビ附による病変にたi似してい

る。 Ll均]期から好中球渉lHの強い点が注目される o fl]JiJj ii: 

射28日討になると惨出炎は更に増強される。作lし通常の感

染究験における如く単球系細胞の関与が低い事実が認めら

れた。之らについては単なる異物反応としての惨出現象と

言う面が強調されたかに見える。たしかに完全に乾燥した

状態で保存せられ，いくら慎重に浮溌液を作ったとしても

戎る程度の大きさを採った繭塊の出来るととはl上むをえな

いことで，異物反応的現象も参与していると思われるが，

28日間もその様な現象が継続的に表れた事実及び後で述べ

る第2編実験における惨山炎の態度との梓H.GHJi:から見ても
28円以降の惨1!1炎のJ曽強は，武問3)の言う一次十1:アレルギ

ー現役と見なしうるに-1・けであろう。次に品1i節のl白では，

平7J回注射後 18 日で日正にやや 1~J)，正したものを"ぷめ， 281cI rlに

はむしろ老熟したものに変っている。 7注力のせせl、l引をJHい

た忍染病i2E!と似ているが，只名fl節 I C.瀕卜J芝 ~lll lj(~1戊分の!「i め

6XII{;-の少いこと及びtzr中J1(が致問主化と， ，う前提なしに人

り込んでいる事実はiUIを引L、た J

たしかにネ的株(土定jJの叫L、有:lIB株であったのだが

日正!と1)見守した結ifril勾[てこの阪に人り込むことは珍らしい勺

しかも{t( Ht制約れから!日像して迂々に乾円:~イ~を1己すこと

は与えられないのである。やは')川11寺lこ起っている惨11¥現

象の一つのl両!と考えざるをえないコ

次lこRC併を I，，J.ると， との変化!土料「むと持!二の需があ

るが，本質的には97iんどBAItfと変らない，と三うことは

BAから RC迄の過F11にFたわれた脂質その他は，この係な

h句集、を起すにそう大きな影梓を勺えていないと汗う事をむ:

l味する。史[こ RHAItìを~ると， が!節形成ゾJIま遥かに労

り， Xf参 :1け!~:現象も弱い乙従って l制本の結合脂質が比較的

主有望な尽日未を持つととになるわけであるつ

尚BA刑と RCI作の唱について，怖においては後者の

病変が若 I劣る科度であるが，牌においては比較的大きな

雫となって表れて(，>る。示兎の牌l土手lf核l有lこ対する感受件

1]稿需としてJ引r[ilこ透かに及ばない との様に感受'1'1・瞬間[こ

んきな来がなくcJIJ:L\;;ミヤi 胸部に比判的唱がある事 J~は ， /f!J 

命病 I~:'~ij のよRが弱いけj;jrで伯Jili，l されたと見ることも:1\米ょ

うc 妹l乙「示、|体は全て上1古'1'除からii:射し，肺lこ濃厚に迭する

ようにしたのである F しかしながら，肝の態度ば必らずし

もこの考えに適合してくれていなt'¥ c 乙の辺にも，之から

検汁すべき問題があるようであるコ

次[こ第2編の Cjわばアレノレギーだ験を見ると， BAf，f 

RC群には， 1乃二fヲ3日目を頂点とするi敷烈な惨H¥炎の治

qてを，i{!めている。之は例えば BAの場合 10rngとr-"jう大

UをiPtlしたことによる異物炎もたしかにあるであろう。

しかし 31111からl訂'iiるJ将。11'(:だと.その10HHIC.ゼるf同必l

のポフJは， Hと，iってもアレルギーの主よりを必めずにはい
られない 従って!IJl引のr参I'H.;だにはアレノレギ-'1'1炎J，i'とし

ての r'~-I~)j'"が)，:きい位耐を jljめていると考えられる。この憾

な事)ごはn'li，~専，月 l に比られ， ~互に興味あるととは副腎に

迄]えんでいる c 面11腎が生体肉アレ 1レギー現象lと組織学的変

化として参加|するとの報告は珍らしいと考えられる o r:支質

来状層lこたしかに初期の好中球渉:lJIこがιき類上皮細胞小結

節と三うべきもののだ生を必めえた《炎位に対寸るi付分j必

器管の役割が近CWi霊視されるにだっているが，今戸]の成績

は興味が深い。

次に得m間の午;異を見ると，グi二ずBAlliとRC昨では
殆んどと弓ーってよl，(古手異が泌められないc九fU:司7形成のfWJ

からλえばIlrli以外は，むしろRcmのんが去をうよ怖いようで
ある η

引と興味あることは RHAJHIこも科度は叫し、が，たし
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か[と矧 k皮細胞結節がほぼ同時期から作られたととであ 及びBCG免疫家兎に対する生物学的作用を主として病理

るc RHAは抗酸性を有せず，脂質を欠き， 1剥体成Ijとし 組織γ:的tC;j同ベナこ 1

て!ま ffi白，多*~1;頒が主なるものだと考えられるが，もしこ 1. 生I'tjのi0acetone抽山残法 (BA) 

の結節[三呈山が関係してると考えると， Jtて Sabin2) 及 2. 之を熱 acetone，methanol， chloroformで順次

び Tytler吋がi巨常動物に対しでもl均体蛋什は単伐州胞を に柑111:した残湾 (RC) 

引きlHし煩1:.11<:制胞*i'f直1Iを門ると， ，う縦?っと，史lこ Rich 3. 之をは~IこJj，".酸 -alcohol で品111 1'，した宍澄 (RHA) ，

の:1正l体E青山では組織の壊死は起るが t *hifJlは山米なl'c そして次の総な結果をえたハ

蛋I'i以外の脂質復合体に対する反応として結節が出来る1. BAによって，正常動物では初涼射から18日目で

というj伊)が思いあたる Richは百わば結節形!戊異物:丸 紅[節は完成きれて"忍められ28日迄増組炎は進展した。この

の」人と考えられるが， Sabinの特殊成分説の jえれをS1 tfjから渉出炎が偵化して表れた C 免夜動物では注射忍日か

いて脂質に弔心をおいているし，逆に Sabinは脂質以外 ら強烈な惨Ilt~I -6~の発生をみた。次 lこ 3 日↓一|から頬 t皮細胞

のものでも結節がiH来るとしているのである。旦て森川は 結節の形成が起り， 10日目迄崎大した。尚正常動物にごく

界、汁その他によっても類卜皮細胞十i肉:iJ'腰のrJ-:;jとる成績か 大慣を注射すると， 7円以内lこ死亡し，強烈な渉，JH炎と#!f

ら，異物税を強くとなえているが，武田・門の研1(3)から 紋の粟粒結節の形TX:をl認めた。

見て，料ftiil形成!こアレノレギーが電要な役を演じているとと 2. RCは， .1日主動物にはBAよりやや羽t，病原性を

は事契である。 更に一般蛋白質によってもぷ作動物には 干守する科度であるが，免皮動物ではBAHYIこまさるとも劣

特角ーな類上皮納胞帯情Iが出来る報告7)が見られるが，著{';. らない病変を起した O

の今日の実験を見ると， J曽嫡炎の点では 3群内に著明な楚 3. RHAは正常動物lこはごく弱L、病原村主を有するに

が見られない事実が符介する o Illiち結節形成に参加するl均 すぎないが，免疫動物[こは相%強度の病変を早期から起し

f主成分は RHA泡除去されていないのではないかと想像せ た}

られる。 RHAに3まれる蛍自質がその本体と '応考える 4. 免伐動物に以 1.3種のI¥¥i体制11t:残澄の起す病変lこ

ことがl1¥来ょう O えRHAはそれ自身では病原性が強くな は本質的考異をi忍めなL、。

いが，アレルギ一反応原としては相当の能力を狩っている ラ. BA， RCii:射mにのみツベノレクリ Y反応防十f:例
わけで，興味あるi有体であると思う。 が見られたc

最後にツベノレクリン反応の成績を見ると，陽較したiJlJ 6. 以|の成績について:-(-'fドのう!手段を}JIIえたn

は BA，RClffのみであり，陽転例は;託子病変が脆いよ

うであるつ結賢官性病変の殆んどない RHA群に陽転例がな

L 雨?を見ても，ツベノレクリシ感受性は結節料病変の強さに

比例する如くに考えられる。尚との}\~~t乙珂してば，之ら拍

11'，[拘外;の免終原料実験の項で再検討する eJごで、あるつ

以!二3段階のtnllH 1均体を)甘いて，ile'iii'Rzび結核動物に
対する作用を主として組織学的に検貸したわけであるが，

従来の諸dボの成績とは必ずしも J致していないようであ

る。その点に関して，今後検討を続けるつもりである。又

今回は例数が少いきらいはあるが，今後の実験方針!と対し

縄々の示日変を与ええたと信ずる。

結 論

次の様な 3 段階の結核iW抽出銭ì}!t]~i体を用いて，正常
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